
ま
つ
さ
 か

と
ム

ほ
つつ

20
22

6
月
号

vo
l.3
8

フ
ァ
ミ
サ
ポ
通
信

会
員

の
声

　
F

さ
ん

小
学

校
卒

業
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

車
中

で
聞

い
た

学
校

で
の

出
来

事
。

ポ
ケ

モ
ン

&
偉

人
し

り
と

り
。

妹
の

A
さ

ん
を

迎
え

に
行

く
道

で
の

グ
リ

コ
じ

ゃ
ん

け
ん

な
ど

楽
し

か
っ

た
思

い
出

ば
か

り
で

す
。

短
時

間
の

援
助

で
も

長
く

携
わ

る
事

で

大
き

く
成

長
し

た
姿

が
見

ら
れ

て
嬉

し
い

で
す

。

援
助

会
員

　
K

.M

　
援

助
活

動
は

小
学

校
か

ら

学
童

保
育

へ
の

送
迎

で
し

た
。

F
君

は
車

の
中

で
し

り
と

り
を

し
た

り
、

得
意

な
歴

史
上

の
人

物
に

つ
い

て

教
え

て
く

れ
た

り
し

ま
し

た
。

日
々

成
長

し
て

い
く

姿
を

見
せ

て
い

た
だ

き
、

頼
も

し
く

思
い

ま
す

。

今
の

ま
ま

素
直

な
中

学
生

に

な
っ

て
く

れ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

す

援
助

会
員

M
.Y

　
顔

を
合

わ
せ

た
途

端
、

「
今

日
体

育
え

ら
か

っ
た

わ
ぁ

」
と

す
ぐ

に
話

し
て

く
れ

る
ご

機
嫌

な
日

や
、

一
言

ボ
ソ

ッ
と

返
事

の
あ

る

落
ち

込
ん

で
い

る
日

。

1
0

分
程

の
送

迎
で

し
た

が
二

人
だ

け
の

大
切

な
時

間
で

し
た

。
感

受
性

豊
か

な
彼

が

頼
も

し
く

成
長

し
て

い
く

姿
が

見
ら

れ
た

事
が

嬉
し

か
っ

た
で

す
。

援
助

会
員

 H
.K

　
私

が
F

さ
ん

を
援

助
し

て
い

た
の

は
、

ま
だ

小
さ

く
て

可
愛

い
低

学
年

の
時

で
し

た
。

い
つ

の
間

に
か

卒
業

を
迎

え
た

と
聞

き
、

ど
ん

な
に

大
き

く
な

っ
た

の
か

と
懐

か
し

く
思

い
出

し
ま

し
た

。

車
の

中
で

は
い

つ
も

お
笑

い
タ

レ
ン

ト
の

名
前

を

い
く

つ
言

え
る

か
と

戦
い

が
始

ま
り

、
私

は
F

さ
ん

に

勝
つ

事
が

出
来

ま
せ

ん
で

し
た

。
楽

し
か

っ
た

で
す

。

妹
さ

ん
の

お
迎

え
の

時
は

A
ち

ゃ
ん

を
真

ん
中

に
し

て

手
を

つ
な

い
で

く
れ

る
優

し
い

お
兄

ち
ゃ

ん
で

も

あ
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
優

し
く

元
気

な

F
さ

ん
を

応
援

し
て

い
ま

す
よ

。

援
助

会
員

　
Y

.Y

　
い

つ
も

明
る

い
F

さ
ん

送
迎

中
、

学
校

生
活

や
日

々
の

出
来

事
を

話
す

時
間

が
と

て
も

楽
し

か
っ

た
で

す
。

中
学

校
で

も
明

る
く

楽
し

む
事

を

忘
れ

ず
に

頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

ね
。

応
援

し
て

い
ま

す
。

援
助

会
員

　
A

.F

　
F

君
中

学
校

入
学

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

小
学

校
1

年
生

の
時

は
、

車
の

中
で

よ
く

漢
字

ク
イ

ズ
を

し
な

が
ら

通
い

ま
し

た
ね

。
中

学
校

で
も

勉
強

や

部
活

な
ど

好
き

な
こ

と
を

ど
ん

ど
ん

伸
ば

し
て

、

頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

ね
！

援
助

会
員

　
M

.T

　
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

を
7

年
ほ

ど
、

主
に

子
ど

も
の

送
り

迎
え

に
利

用
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

仕
事

で
迎

え
に

行
け

な
い

時
、

学
童

の
送

り
迎

え
で

急
な

変
更

が

あ
っ

た
時

で
も

、
対

応
し

て
も

ら
い

す
ご

く
助

け
ら

れ
て

ま
し

た
。

子
ど

も
へ

の
対

応
も

学
校

で
の

様
子

や
友

達
の

事
な

ど

色
々

話
し

て
貰

い
、

子
ど

も
も

す
ご

く
懐

い
て

、

サ
ポ

ー
ト

の
時

楽
し

そ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

本
当

に
長

い
間

、
助

け
て

も
ら

い

感
謝

し
て

い
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

依
頼

会
員

　
A

.T

発
行

元
：

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
は

（
特

）
松

阪
子

ど
も

Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ

ン
タ

ー
が

松
阪

市
よ

り
委

託
を

受
け

て
運

営
し

て
い

ま
す

あ
な

た
の

子
育

て
応

援
し

ま
す

！

タ
イ

⽉
 
⽇

時
 
間

内
 
容

講
 
師

（
敬
称
略
）

６
月

３
０

日
（
木

）

７
月

　
７

日
（
木

）

７
月

１
０

日
（
日

）

７
月

１
３

日
（
水

）

７
月

２
０

日
（
水

）

１
２

：
３

０
 ～

 １
４

：
３

０

１
４

：
４

５
 ～

 １
６

：
４

５

９
：

３
０

 ～
 １

１
：

３
０

９
：

３
０

 ～
 １

２
：

３
０

１
４

：
４

５
 ～

 １
６

：
４

５

１
２

：
３

０
 ～

 １
４

：
３

０

　
１

３
：

３
０

 ～
 １

６
：

３
０

９
：

３
０

 ～
 １

２
：

３
０

　
１

３
：

３
０

 ～
 １

６
：

３
０

９
：

３
０

 ～
 １

１
：

３
０

９
：

２
５

 ～
 　

９
：

３
０

９
：

３
０

 ～
 １

０
：

３
０

１
０

：
４

０
 ～

 １
１

：
３

０

１
１

：
４

０
 ～

 １
２

：
２

０

１
３

：
２

０
 ～

 １
５

：
５

０

①
保

育
サ

ポ
ー

タ
ー

の
役

割
と

心
得

⑦
小

児
看

護
の

基
礎

知
識

②
保

育
の

心

④
心

の
発

達
と

障
が

い
に

つ
い

て

⑩
児

童
虐

待
と

社
会

的
養

護

③
子

ど
も

の
遊

び

⑥
子

ど
も

の
事

故
と

安
全

・
心

肺
蘇

生
法

⑧
子

ど
も

の
栄

養
と

食
生

活

⑤
身

体
の

発
育

と
病

気

⑨
子

ど
も

の
生

活
へ

の
ケ

ア
と

援
助

⑪
松

阪
市

の
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
現

状

⑫
事

業
を

円
滑

に
す

す
め

る
た

め
に

⑬
講

座
を

振
り

返
っ

て

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

(
特

)
松

阪
子

ど
も

Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ

ン
タ

ー

ユ
マ

ニ
テ

ク
短

期
大

学
 幼

児
保

育
学

科

高
田

短
期

大
学

 子
ど

も
学

科

子
育

て
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

日
本

赤
十

字
社

三
重

県
支

部

管
理

栄
養

士
（
元

大
学

教
授

）

医
療

法
人

大
久

保
ク

リ
ニ

ッ
ク

松
阪

市
健

康
福

祉
部

健
康

づ
く
り

課

松
阪

市
健

康
福

祉
部

こ
ど

も
局

こ
ど

も
支

援
課

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
　

塩
谷

 明
美

教
授

　
山

野
 栄

子

　
教

授
　

山
口

 昌
澄

三
重

県
立

看
護

大
学

 小
児

看
護

学
　

教
授

　
宮

﨑
 つ

た
子

堀
川

 美
子

参
事

　
青

木
 恵

津
子

馬
場

 啓
子

院
長

　
大

久
保

 俊
樹

 
こ

ど
も

係
長

　
山

岡
 恵

(
特

)
三

重
み

な
み

子
ど

も
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
  

　
理

事
長

　
秋

山
 則

子

 
保

健
師

　
塚

田
 由

布
子

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

対
　

　
　

象
 ：

松
阪

市
内

及
び

近
隣

市
町

に
在

住
す

る
2

0
歳

以
上

の
方

募
 集

 人
 数

：
3

0
名

（
先

着
順

）

受
　

講
　

料
 ：

無
料

（
但

し
テ

キ
ス

ト
代

2
,2

0
0

円
が

必
要

と
な

り
ま

す
）

託
　

　
　

児
 ：

無
料

　
必

要
な

方
は

、
2

0
2

2
年

6
月

2
0

日
(
月

)
ま

で
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。
（

お
茶

な
ど

飲
み

物
を

ご
持

参
く

だ
さ

い
）

会
　

　
　

場
 ：

松
阪

市
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
（

松
阪

市
本

町
2

1
7

6
）

テ
キ
ス
ト
が
育
児
サ
ポ
ー
ト
4
に
な
り

新
し
い
講
座
が
増
え
ま
し
た
！
！

２
０

２
２

年
度

　
第

1
回
援
助
会
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

①
入

会
申

込
書

に
必

要
事

項
を

記
入

し
、

登
録

し
て

く
だ

さ
い

。
（

登
録

料
は

無
料

で
す

）
②

依
頼

会
員

と
そ

の
条

件
に

合
う

援
助

会
員

（
2

～
3

名
）

が
お

子
さ

ん
を

交
え

　
事

前
の

顔
合

わ
せ

を
し

ま
す

。
※

①
②

を
済

ま
せ

て
お

け
ば

、
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

、
い

ざ
と

い
う

時
に

も
安

心
で

す
。

※
援

助
活

動
中

の
万

が
一

の
事

故
に

備
え

、
補

償
保

険
に

加
入

し
て

い
ま

す
。

平
日
 7
:0
0
 ～
 1
9
:0
0

2
2
:0
0
 ～
 6
:0
0
 (
連
続
8
時
間
）

年
末
年
始
（
12
/2
9
 ～
 1
/3
)

2
2
:0
0
 ～
 6
:0
0
 (
連
続
8
時
間
）

年
末
年
始
（
12
/2
9
～
1/
3
)

宿
泊
の
利
用
料
金
(1
回
あ
た
り
）

平
日
の
上
記
以
外
の
時
間

お
よ
び
土
、
日
、
祝
日

通
常

緊
急
・
病
児

1,
0
0
0
円

※
1
時
間
あ
た
り

1,
2
0
0
円

1,
4
0
0
円

5
,0
0
0
円

7
,0
0
0
円

7
0
0
円

8
0
0
円

1,
0
0
0
円

利
用
す
る
に
は
…

利
用
料
金
は
…

Q
R
QQQQQ
RRRRR

詳
し

く
は

携
帯

で

ア
ク

セ
ス

!!
T

E
L
・

F
A

X
　

0
5

9
8

-
2

0
-
8

2
4

6

開
所

時
間

  
月

～
金

/8
:3

0
～

1
９

:0
0

(
土

日
祝

日
・

年
末

年
始

は
休

み
）

〒
5

1
5

-0
0

8
4

　
三

重
県

松
阪

市
日

野
町

7
8

8
カ

リ
ヨ

ン
プ

ラ
ザ

1
階

m
fs

c
@

m
k
n

p
o
.jp

h
tt

p
:/

/w
w

w
.m

k
n

p
o
.jp

/m
fs

c
/

(
特

)
松

阪
子

ど
も

N
P

O
セ

ン
タ

ー
内

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
ま

つ
さ

か
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

①
援

助
の

申
込

み
②

援
助

の
打

診
③

援
助

の
承

諾

④
援

助
会

員
の

紹
介

⑤
援

助
活

動

⑥
報

酬
の

支
払

い

ま
つ

さ
か

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
援

助
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

ま
す

あ
な

た
の

子
育

て
応

援
し

ま
す

！

※
依

頼
会

員
と

援
助

会
員

は
兼

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
(
両

方
会

員
）

依
頼

会
員

依
頼

会
員

依
頼

会
員

援
助

会
員

援
助

会
員

援
助

会
員

松
阪

市
及

び
、

近
隣

市
町

に
在

住
ま

た
は

、
松

阪
市

内
に

通
勤

通
学

す
る

お
お

む
ね

4
カ

月
～

小
学

校
6

年
生

の
お

子
様

を
お

持
ち

の
方

松
阪

市
及

び
、

近
隣

市
町

に
在

住
ま

た
は

、
松

阪
市

内
に

通
勤

通
学

す
る

2
0

歳
以

上
の

方
で

講
習

会
を

受
け

登
録

さ
れ

た
方

保
育

園
、

小
学

校
、

学
童

保
育

、
習

い
事

等
の

送
迎

/
保

育
園

等
の

開
始

前
や

終
了

後
の

預
か

り

保
護

者
の

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
際

の
預

か
り

/
保

護
者

の
病

気
や

外
出

の
際

の
預

か
り

/
軽

い
病

児
、

病
後

児
の

預
か

り
等

援
助
で
き
る
内
容

ま
つ

さ
か

ま
つ

さ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

1
6
6

松
阪

駅

松
阪

城
跡

1
6
6

済
生

会
松

阪
総

合
病

院
済

生
会

松
阪

総
合

病
院

済
生

会
松

阪
総

合
病

院

桑
名

三
重

信
用

金
庫

桑
名

三
重

信
用

金
庫

桑
名

三
重

信
用

金
庫

松
阪

駅
前

局
松

阪
駅

前
局

松
阪

駅
前

局

第
一

小
学

校
第

一
小

学
校

第
一

小
学

校

松
阪

市
役

所
松

阪
市

役
所

松
阪

市
役

所

松
阪

本
町

局
松

阪
本

町
局

松
阪

本
町

局

至
津

至
伊

勢

至
2

3
号

線

至
尾

鷲

鎌
田

町

日
野

町

宮
町

ロ
ー

ソ
ン

ロ
ー

ソ
ン

ロ
ー

ソ
ン

ま
つ
さ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
し
く
み



援
助
活
動
一
覧
表

2
0
2
1
年
度
活
動
報
告

2
0
2
1
年
度
活
動
報
告

2
0
2
1
年
度
活
動
報
告

2
0
2
1
年
度
活
動
報
告

　
今

年
度

の
援

助
活

動
件

数
は

１
１

４
９

件
で

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
例

年
の

半
数

程
に

と
ど

ま
っ

た
昨

年
度

に
比

べ
、

一
昨

年
ま

で
と

同
程

度
の

援
助

活
動

を
行

い
ま

し
た

。
利

用
内

容
は

、
保

育
施

設
、

学
校

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
、

習
い

事
等

へ
の

送
迎

や
預

か
り

に
伴

う
送

迎
が

全
体

の
７

４
％

を
占

め
、

保
護

者
の

就
労

や
妊

娠
・

出
産

時
な

ど
で

の
預

か
り

が
２

６
％

で
、

ほ
ぼ

昨
年

と
同

様
の

傾
向

で
し

た
。

　
一

方
で

、
今

年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
に

追
わ

れ
た

1
年

間
で

し
た

。
昨

年
度

、
会

員
の

皆
さ

ん
に

県
外

訪
問

し
た

場
合

は
1

週
間

の
活

動
自

粛
を

お
願

い
し

、
そ

の
後

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

拡
が

り
や

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

の
感

染
拡

大
な

ど
で

、
そ

の
都

度
、

対
応

方
針

を
変

更
す

る
こ

と
に

な
り

、
困

惑
さ

れ
た

方
も

あ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

第
2

回
援

助
会

員
養

成
講

座
を

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
に

中
止

し
、

新
し

い
援

助
会

員
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

ず
、

現
会

員
の

皆
さ

ん
に

は
ご

無
理

を
お

願
い

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
お

か
げ

さ
ま

で
、

皆
さ

ん
の

ご
協

力
の

も
と

、
活

動
中

の
感

染
も

な
く

援
助

活
動

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

　
ま

た
、

今
年

度
の

特
徴

と
し

て
は

、
特

別
支

援
学

校
へ

通
う

子
ど

も
の

通
学

支
援

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
バ

ス
停

ま
で

保
護

者
が

送
迎

で
き

な
い

場
合

な
ど

、
潜

在
ニ

ー
ズ

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
ま

す
。

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

相
互

援
助

活
動

で
行

う
に

は
限

界
が

あ
る

た
め

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
子

ど
も

を
丸

ご
と

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
ま

し
た

。
こ

の
こ

と
は

、
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

に
共

通
で

、
子

ど
も

の
最

善
の

利
益

を
考

え
、

地
域

の
関

係
機

関
が

連
携

し
て

支
援

す
る

体
制

を
作

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

合
計
　
6
5
8
人

依
頼
会
員
 
4
1
3
人

援
助
会
員
 
2
1
6
人

両
方
会
員
 
 
2
9
人

①
 保

育
施

設
の

保
育

開
始

前
や

保
育

終
了

後
の

子
ど

も
の

預
か

り

②
 保

育
施

設
等

ま
で

の
送

迎

③
 放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
開

始
前

や
終

了
後

の
子

ど
も

の
預

か
り

④
 放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
ま

で
の

送
迎

⑤
 学

校
の

始
業

前
や

放
課

後
の

子
ど

も
の

預
か

り

⑥
 学

校
ま

で
の

送
迎

⑦
 冠

婚
葬

祭
や

他
の

子
ど

も
の

学
校

行
事

の
際

の
子

ど
も

の
預

か
り

⑧
 買

い
物

等
外

出
の

際
の

子
ど

も
の

預
か

り

⑨
 習

い
事

等
の

場
合

の
送

迎

⑩
 保

育
園

・
幼

稚
園

・
学

校
の

休
み

の
時

の
預

か
り

⑪
 妊

娠
・

出
産

時
の

預
か

り

⑫
 保

護
者

等
の

就
職

活
動

の
場

合
の

預
か

り

⑬
 保

護
者

等
の

在
宅

等
で

の
就

労
な

ど
の

預
か

り

⑭
 保

護
者

等
の

病
気

そ
の

他
急

用
の

場
合

の
援

助

⑮
 上

記
5

項
目

に
伴

う
送

迎

⑯
 病

児
・

病
後

児
の

預
か

り

⑰
 宿

泊
を

伴
う

預
か

り

⑱
 そ

の
他

（
早

朝
・

夜
間

等
の

緊
急

時
の

預
か

り
な

ど
）

⑲
 上

記
に

伴
う

保
育

施
設

、
病

児
・

病
後

児
施

設
、

自
宅

等
の

間
の

送
迎

合
　

　
計

　
　

活
　

　
動

　
　

件
　

　
数

キ
ャ

ン
セ

ル
回

数

件
数

活
動
内
容

1
3

3
4

6

2
2

1
1

1

1
4

3

1
4

7

1
2 3

9
4 8

2
5 0

6
5 0

1
4

8 0 4 2 6

1
1

4
9

3
1

9

④
 放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
  

  
ま

で
の

送
迎

 1
1

1

⑩
 習

い
事

等
の

  
  

 場
合

の
送

迎
 9

4

②
 保

育
施

設
等

ま
で

の
  

  
送

迎
3

4
6

④
 学

校
ま

で
の

送
迎

 1
4

7

⑮
 5

項
目

に
  

  
伴

う
送

迎
1

4
8

⑤
 学

校
の

始
業

前
や

放
課

後
の

  
  

子
ど

も
の

預
か

り
 1

4
3

⑦
 冠

婚
葬

祭
や

他
の

子
ど

も
の

学
校

行
事

  
  

の
際

の
子

ど
も

の
預

か
り

 1
2

そ
の

他
 2

3

活
動

内
容

別
件

数

⑬
 保

護
者

等
の

在
宅

等
で

の
  

  
就

労
な

ど
の

預
か

り
6

5

①
 保

育
施

設
の

保
育

開
始

前
や

  
  

保
育

終
了

後
の

子
ど

も
の

預
か

り
1

3

③
 放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
開

始
前

や
  

  
終

了
後

の
子

ど
も

の
預

か
り

2
2

⑪
 妊

娠
・

出
産

時
の

預
か

り
2

5

第
1

回

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、『

2
0

2
1

年
度

第
2

回
援

助
会

員
養

成
講

座
』

は

中
止

と
な

り
、

今
年

度
は

『
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

』
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

催
を

し
ま

し
た

。

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

催
と

い
う

初
め

て
の

取
り

組
み

で
、

不
慣

れ
な

点
も

多
く

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

ま

し
た

が
、

皆
様

の
ご

協
力

の
な

か
無

事
終

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
参

加
し

て
く

だ
さ

っ
た

依
頼

会

員
の

方
か

ら
「

家
で

受
講

で
き

る
の

は
、

子
ど

も
が

い
て

も
参

加
し

や
す

い
。」

と
い

う
声

も
い

た
だ

き
ま

し
た

。
今

後
も

時
代

の
流

れ
に

沿
っ

た
取

り
組

み
を

考
え

、
進

め
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

『
子

ど
も

の
発

達
と

発
達

障
害

』
山

口
昌

澄
さ

ん
(
高

田
短

期
大

学
子

ど
も

学
科

教
授

)

『
児

童
虐

待
と

社
会

的
養

護
』

林
典

亜
(
松

阪
市

こ
ど

も
支

援
課

こ
ど

も
家

庭
支

援
係

主
幹

兼
係

長
)

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
会

　
今

年
度

は
「

多
様

な
発

達
の

仕
方

を
し

て
い

る
子

ど
も

の
理

解
と

支
援

」
に

つ
い

て
学

び
ま

し
た

。

障
が

い
が

あ
る

な
い

に
か

か
わ

ら
ず

、
声

の
か

け
方

見
守

る
こ

と
の

大
切

さ
、

視
点

を
変

え
る

な
ど

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
の

活
動

に
繋

が
る

内
容

で
し

た
。

子
ど

も
た

ち
の

さ
ま

ざ
ま

な
行

動
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

支
援

や
心

が
け

を
あ

ら
た

め
て

振
り

返
る

講
座

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

今
後

も
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

で
は

、
日

々
の

援
助

活
動

に
い

か
し

て
い

け
る

よ
う

に
テ

ー
マ

を
し

ぼ
っ

て
講

座
を

開
催

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座

1
0

/
1

6
　

1
0

：
0

0
～

1
2

：
0

0

土

参
加
者

援
助
会
員
14
名

交
流

会
1

1
/
1

0
1

0
：

0
0

～
1

2
：

0
0

水

参
加
者

会
員
親
子
1
組

一
般
親
子
3
組

援
助
会
員
等
6
名

計
15
名

講
　

師
：

堀
川

美
子

さ
ん

（
子

育
て

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

） 

『
発

達
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

関
わ

り
』

講
師

：
小

泉
　

嘉
美

さ
ん

(
子

ど
も

発
達

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

そ
だ

ち
の

丘
 育

ち
サ

ポ
ー

ト
担

当
主

査
兼

学
校

支
援

課
指

導
主

事
) 

　
交

流
会

で
は

、
あ

そ
び

と
ま

な
び

の
時

間
を

設
け

、
あ

そ
び

で
は

堀
川

さ
ん

に
絵

本
や

紙
芝

居
を

読
ん

で
も

ら
っ

た
り

、
わ

ら
べ

う
た

や
ス

カ
ー

フ
遊

び
な

ど
大

人
と

子
ど

も
が

、

お
互

い
の

表
情

を
見

て
触

れ
合

い
な

が
ら

遊
べ

る
素

敵
な

時
間

に
な

り
ま

し
た

。
ま

な
び

で
は

、
日

頃
お

子
さ

ん
と

関
わ

る
中

で
の

悩
み

や
気

持
ち

を
話

し
合

い
学

び
ま

し
た

。
参

加
さ

れ
た

方
か

ら
は

、「
自

分
で

決
め

る
こ

と
を

大
切

に
、

今
の

子
ど

も
を

じ
っ

く
り

見
守

り
成

長
を

喜
ん

で
い

こ
う

と
思

い
ま

し
た

」
と

い
う

声
や

、「
わ

ら
べ

う
た

と
共

に
絵

本
を

一
緒

に
楽

し
ん

で
親

子
で

ほ
っ

と
安

心
す

る
時

間
を

作
り

た
い

で
す

」
と

い
う

声
も

聞
か

れ
、

ま
た

こ
う

い
う

機
会

を
作

り
た

い
で

す
。

『
保

育
の

心
 』

1
0

:0
0

～
あ

そ
び

　
1

0
:4

0
～

ま
な

び
　

援
助

会
員

養
成

講
座

　
今

年
度

の
援

助
会

員
養

成
講

座
は

、
第

１
回

の
み

の
開

催
で

、
援

助
会

員
と

し
て

登
録

さ
れ

た

の
は

3
名

で
し

た
。

１
月

か
ら

２
月

に
か

け
て

予
定

し
て

い
た

第
２

回
養

成
講

座
は

新
型

コ
ロ

ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
に

し
ま

し
た

。
申

し
込

み
い

た
だ

い
た

方
に

は
大

変
申

し

訳
な

く
、

残
念

な
思

い
で

い
っ

ぱ
い

で
す

。
３

月
に

は
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

と
し

て
、

養
成

講

座
の

中
の

２
講

座
を

初
め

て
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

収
束

が
見

ら

れ
な

い
中

、
講

座
の

あ
り

方
を

考
え

る
機

会
と

な
り

ま
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

も

あ
り

、
特

定
の

援
助

会
員

に
活

動
が

集
中

し
て

い
る

状
況

が
あ

る
た

め
、

そ
の

状
況

を
少

し
で

も

解
消

で
き

る
よ

う
、

援
助

会
員

の
獲

得
に

一
層

努
力

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

6/
30
、
7/
6、

7/
8、

7/
10
、
7/
14

水
火

木

土
水

参
加
者

新
規
5
名

再
受
講
7
名

3
/
1

7
　

1
3

：
0

0
～

1
6

：
1

5
木

参
加
者

援
助
会
員
9
名

依
頼
会
員
1
名

計
10
名

（
内
Z
O
O
M
参
加
 8
名
)


